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目 的 

 兵藤・迫田・田中（2007）では、医療現場における看護師
を対象とした質問紙調査を行い、ヒヤリハットの誘因となり

うる複数の要因について検討したが、看護師の個人的属性の

影響はみていない。だが新人はストレスの影響を受けやすく、

ベテランは慣れによるミスを起こしやすい（佐藤・佐藤，2007）
など、経験年数によるミスの質の差を指摘する研究もある。

本研究では、看護師の経験の観点を組み込んで先のデータを

再分析し、ヒヤリハットの頻度、ヒヤリハットの誘因、スト

レス反応との関わりについて検討する。 
方 法 

調査対象者 2006年 4月に得たA病院の看護師 157名分の
データに加えて、2006年 10月の B病院、C病院の看護師か
ら得た 366票を加え、合計 523票について分析を行った。 
質問紙 ヒヤリハットに関する総合的な質問紙の項目か

ら、以下を分析に用いた。まず看護師経験を独立変数とし、

看護師としての勤務年数が 2年未満を新人、2年以上 6年未
満を中堅、6 年以上をベテランとして 3 群に分けた。従属変
数は次の 2変数。一つはヒヤリハット頻度で、兵藤ら（2006）
が作成したヒヤリハット尺度の得点を用いた。もう一つはス

トレス反応で、日本語版「OSI 職業ストレス検査」のストレ
ス反応関連項目の合計点とした。 

結 果 と 考 察 
１．ヒヤリハット頻度 
ヒヤリハット頻度について、看護師経験（新人・中堅・ベ

テラン）による一要因分散分析を行った。その結果、操作に

関わるヒヤリハット（F(2, 491)= 7.48, p < .01）、取り違えに関
わるヒヤリハット（F(2, 490)= 7.96, p < .01）、忘却に関わるヒ
ヤリハット（F(2, 491)= 19.82, p < .01）、脱落に関わるヒヤリ
ハット（F(2, 489)=5.229, p < .01）の全てにおいて、有意な差
が見られた。Bonferroni 法による多重比較を行ったところ、
操作に関わるヒヤリハットと脱落に関わるヒヤリハットでは、

新人と中堅の間には有意差がなかったが、新人はベテランよ

り、これらのヒヤリハット頻度が高かった。取り違えに関わ

るヒヤリハットでは、中堅とベテランの間には差がなかった

が、中堅やベテランより新人の方が、有意にヒヤリハット頻

度が高かった。忘却エラーは、新人でもっともヒヤリハット

の頻度が高く、次いで中堅が高く、ベテランがもっとも低か

った（Fig.1）。↓図の縦軸単位。「経験年数」を数字前に追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．ヒヤリハットの誘因の認知 
 ヒヤリハットの誘因の認知について、看護師経験（新人・

中堅・ベテラン）による一要因分散分析を行った。その結果、

過度の作業、器具や表示のわかりにくさ、職場の雰囲気に関

しては有意な差はみられなかった。知識不足や経験不足など

自分に関する要因（F(2,490) = 24.223, p < .01）と、チームワ
ーク（F(2,489) = 3.755, p < .05）においては有意な差が見られ
た。Bonferroni 法による多重比較を行ったところ、自分の行
動については、新人はベテランと比べて有意に高く認知して

いた。チームワークの影響については、新人は中堅やベテラ

ンに比べて有意に高く認知していた。 
３．ストレス反応の認知 
 ストレス反応について、看護師経験（新人・中堅・ベテラ

ン）による一要因分散分析を行った。その結果、対人的スト

レス反応と、心理的ストレス反応においては、有意差が見ら

れなかった。疲労のような身体的ストレス反応と、仕事が思

うようにはかどらないといった職業的ストレス反応において

は有意差が見られた。Bonferroni 法による多重比較を行った
ところ、身体的ストレス反応は、ベテランよりも中堅の方が

有意に高く認知していた。職業的ストレス反応については、

中堅やベテランよりも新人の方が有意に高く認知していた。  
考 察 

ヒヤリハット頻度は、その種類によらず総じて新人で高く、

ベテランで低い傾向が見られる。 
誘因になりうる要因の評価には、経験年数による差が見ら

れる。注意不足など自分の行動については、看護師としての

経験を積むことで回避可能な面もあるためか、ベテランで低

く新人で高い。またチームワークに関する問題の評価は、中

堅やベテランよりも新人で高い。これは、経験が浅い者の方

がチームワークの影響を重視していることを示している。ヒ

ヤリハットの防止を考えるなら、情報や支援をチームから十

分得られるように働きかけることが、新人にとってはより重

要かもしれない。一方で過度の作業への評価には、経験によ

る有意差がみられない。これは看護師の職務の特性として、

加重労働が一般的で、経験によらず等しく負担に思うことか

らくるのかもしれない。器具や表示のわかりにくさ等ハード

ウェアに関わることと、職場の雰囲気も、看護師経験とは有

意な関わりがみられなかった。これは、個々の職場状況の個

別性が高いためではないかと思われる。 
ストレスとの関係をみると、中堅がベテランに比べて、身

体的ストレス反応の影響力をより大きく評価している。中堅

は、新人の時よりも実行可能な作業が多くはなるが、ベテラ

ンに比べれば経験が少なく、効率的な方法を十分に習得して

いるとは限らない。こうした中期特有の事情で、困難が高ま

る可能性があろう。職業的ストレス反応の影響は、新人がも

っとも高く評価している。新人看護師には、職務に関わるス

キルを向上させる教育が重要であるといえよう。 
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忘却に関わるヒヤリハット頻度についての看護師経験による比較
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